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令和８年度 社協事業計画および予算
『社協』を知っていますか？その⑱（日常生活自立支援事業）・茨城県社会福祉大会　
令和７年度地域づくり合同集会
ボランティアセンターだより
青葉町ほっこりサロン・生活支援体制整備事業　活動報告・ちょっといい話
善意銀行・寄付者紹介
インフォメーション・心配ごと相談所開設日程表・編集後記

８面に記事



い
さ
だ
く
て
し
談
相
は
ず
ま　

通
を
ど
な
族
家
、
も
で
外
以
人
本

た
い
応
対
も
に
せ
わ
合
い
問
の
て
じ

。
す
ま
し

す
ま
い
伺
が
）
員
門
専
（者
当
担　

問
訪
を
ど
な
院
病
、
設
施
や
宅
自
が

。
す
ま
じ
応
に
談
相
、
し

、
え
考
に
緒
一
を
と
こ
の
り
困
お

す
ま
り
作
を
画
計
援
支　

を
い
伝
手
お
な
う
よ
の
ど
、
て
し
き

ど
な
か
う
行
で
度
頻
の
い
ら
く
れ
ど

契
。
す
ま
え
考
に
緒
一
と
人
本
ご
を

。
す
ま
し
案
提
を
画
計
援
支
・
容
内
約

す
ま
び
結
を
約
契
用
利　

、
ば
れ
け
な
が
い
違
間
に
容
内
約
契

。
す
ま
び
結
を
約
契
用
利　

先
談
相

　

会
議
協
祉
福
会
社
市
間
笠

　

れ
流
の
談
相

電
話
番
号
　0
2
9
6
（
77
）
0
7
3
0

　
１
月
20
日
（
火
）、
ザ
・
ヒ
ロ

サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館
で
第
75
回
茨
城

県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
県
内
1
3
8
0
の
個

人
・
団
体
の
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
市
の
関
係
者
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
塩
田
　
計
子
　
　
耒
栖
川
悦
子

　
若
菜
き
ぬ
子
　
　
伊
橋
　
理
代

　
成
田
　
惠
子
　
　

社
会
福
祉
施
設
職
員

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス

か
さ
ま
　

　
　
松
岡
　
淳
子

通
所
介
護
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
と
も
べ

　
　
大
津
　
定
子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
さ
ま

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
　
森
田
　
理
恵

　
笠
間
市
く
る
す
保
育
所

　
　
深
谷
　
郁
代

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
山
桜
会
　
　

　
き
ん
も
く
の
会

共
同
募
金
運
動
奉
仕
者

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県
第
30

団
　
笠
間
市
更
生
保
護
女
性
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
薗
部
　
　
治
　
　
藤
枝
　
哲
夫

　
仲
田
　
耕
益
　
　
長
堀
久
美
子

　
須
藤
　
甲
治
　
　
大
嶋
　
悦
子

　
湊
　
三
津
子
　
　
近
藤
　
純
子

　
髙
野
　
康
司
　
　
齋
藤
　
　
清

　
長
谷
川
道
夫
　
　
山
本
　
通
子

　
柳
原
　
優
子
　
　
塙
　
　
幹
雄

　
久
保
田
陽
子
　
　

社
会
福
祉
施
設
職
員

　
笠
間
市
く
る
す
保
育
所

　
　
菅
野
美
由
紀

　
大
沢
保
育
園

　
　
中
根
　
樹
里
　
輕
部
　
理
沙

　
み
か
保
育
園

　
　
髙
木
真
由
美
　
富
田
　
静
花

　
　
柴
田
　
佳
奈
　
小
林
ゆ
か
り

法
人
本
部
兼
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
さ

ま
　
　
杉
山
　
義
典

指
定
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
さ
ま
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
　
斉
藤
　
敦
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　メ
レ
ン
ダ

心
配
ご
と
相
談
員

　仲
村
　
春
美
　

　
畠
山
　
好
文

　
平
澤
　
浩
子

　
久
保
田
陽
子

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
成
田
千
恵
子
　

　
　
根
岸
　
直
子

　
　
加
倉
井
ゆ
き
え

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
?

　

①
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
お
手
伝
い

　

②
　

ふ
だ
ん
使
う
お
金
の
出
し
入

れ
や
支
払
い
に
つ
い
て
の
お

手
伝
い

　

③
　

大
切
な
書
類
の
お
預
か
り

誰
で
も
利
用
で
き
る
の
?

　
高
齢
や
障
が
い
に
よ
り
判
断
力

が
低
下
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
続
き
に
つ
い
て
ひ
と
り
で
お

こ
な
う
に
は
不
安
の
あ
る
方
、
お

金
の
管
理
が
ひ
と
り
で
は
む
ず
か

し
い
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
認
知
症・知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
。

利
用
料
金
は
か
か
る
の
?

　

①
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
や
お
金
の
出

し
入
れ
等

　（
１
時
間
あ
た
り
１
５
０
０
円
）

　

②
　

大
切
な
書
類
の
預
か
り
　
　

　
（
１
カ
月
あ
た
り
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
が
お
手
伝
い
?

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
専
門
員
や

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し

お
手
伝
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

』
協
社
『

その�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

第
75
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
団
体
と
個
人
39
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
団
体
と
個
人
39
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

茨
城
県
知
事
表
彰

当期資金収支差額
10,634,000円

社協事業計画および予算社協事業計画および予算

会員会費

寄附金

経常経費補助金経常経費補助金
（補助金・共同募金）（補助金・共同募金）

収入
541,439,000円

地域福祉事業
（法人運営・地域福祉）

地域福祉事業
（法人運営・地域福祉）

受託事業受託事業

支出
541,439,000円
支出

円

受託金受託金

貸付事業　2,462,000円

介護保険事業　介護保険事業　

就労支援事業

受取利息配当金

その他の収入
その他の活動

共同募金
配分金事業
 20,555,000円

令和８年度

資  金  収  支  予  算

165,814,000円165,814,000円

介護保険事業
（介護保険・自立支援居宅介護）

介護保険事業
（介護保険・自立支援居宅介護）

153,516,000円153,516,000円

74,096,000円74,096,000円

19,000,000円

1,300,000円

99,880,000円99,880,000円

170,032,000円　170,032,000円　

132,576,000円132,576,000円

1,764,000円

13,662,000円

事業収入
8,909,000円

48,301,000円

187,000円

障害福祉障害福祉
サービス等事業サービス等事業
43,366,000円43,366,000円

介護予防・日常生活総合事業介護予防・日常生活総合事業
30,112,000円

就労継続支援事業
33,454,000円

指定管理事業
53,258,000円

１

業
事
営
運
人
法

２

業
事
進
推
祉
福
域
地

３

業
事
託
受

４

害
障、
業
事
険
保
護
介

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
及

び
監
査
の
実
施

②
正
副
会
長
会
議
の
開
催

③
部
会
、
委
員
会
等
の
開
催

④
社
協
会
員
（
法
人
・
特
別
・
一

般
）
の
加
入
推
進

⑤
善
意
銀
行
事
業
の
推
進

⑥
連
絡
調
整
及
び
支
援
協
力
の
充

実
⑦
各
種
会
議
、
研
修
会
の
実
施
及

び
参
加

⑧
指
定
管
理
業
務
等
の
適
正
管
理

⑨
事
務
局
体
制
の
充
実
・
強
化

⑩
福
祉
人
材
育
成
（
新
た
な
人
材

の
発
掘
）

⑪
社
会
福
祉
大
会
の
開
催（
隔
年
）

①
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

②
福
祉
教
育
の
推
進

③
子
育
て
応
援
事
業

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
⑤
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑥
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

⑦
相
談
事
業
（
心
配
ご
と
相
談
・

法
律
相
談
）

⑧
法
人
後
見
受
任
事
業

⑨
資
金
等
貸
付
事
業
（
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
・
特
例
貸
付
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
）

⑩
小
口
資
金
貸
付
事
業

⑪
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
（
い
き
い
き
通
所
事
業

・
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

⑫
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

⑬
特
定
相
談
支
援
事
業

⑭
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

⑮
福
祉
用
具
の
貸
出

⑯
福
祉
バ
ス
の
管
理
・
運
営

⑰
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た

す
け
あ
い
配
分
事
業
の
実
施

⑱
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

①
か
さ
ま
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
ブ
ラ
ン
チ
）
業
務

③
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

④
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑤
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事

業
・
家
計
改
善
支
援
事
業

⑥
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業

⑦
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⑧
移
動
支
援
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

②
訪
問
介
護
事
業

③
自
立
支
援
居
宅
介
護
事
業

　本会は基本理念である「誰もが安心して暮らせ
る地域社会」「みんなでつくる福祉のまち」の実
現を目指し、地域福祉を推進する中核的団体とし
ての役割を果たしてまいります。住民、自治会、
民生委員・児童委員、関係機関・団体との連携・
協働を一層強化し、地域生活課題の早期発見と解

決に取り組みます。あわせて、持続可能で安定し
た地域福祉活動の推進に向け、各種事業の充実と
効果的な展開を図るとともに、社協が合併して
20周年の節目を迎え、更なる法人運営の基盤強化
及び職員の資質向上に努め、信頼される組織運営
を推進します。
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し
入

れ
や
支
払
い
に
つ
い
て
の
お

手
伝
い

　

③
　

大
切
な
書
類
の
お
預
か
り

誰
で
も
利
用
で
き
る
の
?

　
高
齢
や
障
が
い
に
よ
り
判
断
力

が
低
下
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
続
き
に
つ
い
て
ひ
と
り
で
お

こ
な
う
に
は
不
安
の
あ
る
方
、
お

金
の
管
理
が
ひ
と
り
で
は
む
ず
か

し
い
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
認
知
症・知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
。

利
用
料
金
は
か
か
る
の
?

　

①
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
や
お
金
の
出

し
入
れ
等

　（
１
時
間
あ
た
り
１
５
０
０
円
）

　

②
　

大
切
な
書
類
の
預
か
り
　
　

　
（
１
カ
月
あ
た
り
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
が
お
手
伝
い
?

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
専
門
員
や

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し

お
手
伝
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

』
協
社
『

その�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

第
75
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
団
体
と
個
人
39
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
団
体
と
個
人
39
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

茨
城
県
知
事
表
彰
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友びきの会（旧箱田小学校圏域）　大月 弘之
　協議

体

 

講師　茨城県立こころの医療センター

　

太刀川 弘和様 小川 貴史様
講演「孤独にならないための地域社会で健康に暮らす方法」

誰もが気軽に参加できる地域づくりをめざして誰もが気軽に参加できる地域づくりをめざして

筑
波
大
学
災
害・地
域
精
神

医
学
教
授
／
茨
城
県
立
こ
こ

ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長

筑
波
大
学
附
属
病
院
精
神
神

経
科
病
院
講
師
／
茨
城
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師

地域　　づくり合同集会地域　　づくり合同集会地域　　づくり合同集会
支部地区社協活動研究集会・生活支援体制整備事業研修支部地区社協活動研究集会・生活支援体制整備事業研修

令和７年度令和７年度

　

日吉町東区女子会なごみ

社協中央支部長 栗股　克巳

サロン

支部
地域に根ざした活動の取り組み地域に根ざした活動の取り組み

たのしく、みんなで、なごやかにたのしく、みんなで、なごやかに

　　　

　　　

　

　

　　　　

楞厳寺

太刀川 弘和 様

小川　貴史 様

合同集会

　
中
央
支
部
は
、
昭

和
54
年
に
設
立
さ

れ
、
本
年
で
47
年
を

迎
え
ま
し
た
。
平
成

７
年
に
は
、
婦
人
部

（
現
女
性
部
）
が
結

成
さ
れ
、
支
部
活
動

で
大
き
な
力
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
支

部
は
、
友
部
駅
南
か

ら
友
部
小
学
校
に
か

け
て
の
21
区
が
あ

り
、
世
帯
数
１
６
８

９
世
帯
で
組
織
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
役
員
構
成
は
、
支

部
役
員
10
人
（
女
性

役
員
含
む
）、
支
部

委
員
21
人
、
福
祉
推

進
員
98
人
、
他

　主
な
活
動
の
取
り
組
み

〇
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

　•

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策

　•

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　
（
手
打
ち
そ
ば
会
食
会
）

　•

高
齢
者
親
善
交
流
会

　（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
／
輪
投
げ
）

　•

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
（
月
１
回
、
第
３
金
曜
日
）

〇
各
種
研
修
会
な
ど
の
開
催

　•

救
命
／
防
災
／
健
康
づ
く
り

　•

支
部
委
員
等
視
察
研
修
・
女

性
部
視
察
研
修

　•

配
食
調
理
研
修
会（
年
２
回
）

〇
広
報
活
動
の
推
進

　•

年
３
回
の
広
報
誌
の
発
行

〇
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
か
さ
ま
へ

の
参
加

　•

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催

　今
後
の
課
題

〇
地
域
の
交
流
会
へ
の
支
援

〇
活
動
内
容
の
充
実

〇
地
域
人
材
の
活
用

〇
広
報
活
動
の
推
進

　
地
区
に
よ
り
、
新
し
い
居
住
者

が
か
な
り
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
支
部
活
動
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
理
解

を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
や
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

『
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
』
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
日
吉
町
東
区
女

子
会
な
ご
み
の
発

足
に
つ
い
て
。
地

区
の
高
齢
化
が
進

み
行
事
な
ど
簡
素

化
さ
れ
、
住
民
同

士
の
付
き
合
い
が

希
薄
に
な
り
、
そ

こ
で
仕
事
や
子
育

て
か
ら
解
放
さ
れ

た
女
性
達
が
「
交

流
の
場
」
の
必
要

性
を
感
じ
立
ち
上

げ
る
事
に
し
ま
し

た
。

　
発
足
し
て
10

年
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
年
齢
を
重

ね
、
楽
し
い
サ
ロ

ン
を
柱
に「
孤
立・孤

独
」の
対
策
、
「
健

康
状
態
」
の
把
握
な
ど
目
的
を
多

様
化
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
運
営

開
催
日
時
　
毎
月
第
二
月
曜
日

　
第
四
月
曜
日
　
月
２
回
開
催

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

開
催
場
所
　
日
吉
町
東
区
公
民
館

運
営
　
代
表
１
名
　
会
計
１
名

　
　
　
書
記
１
名
　
協
力
者
２
名

　
活
動
内
容
は
参
加
者
全
員
で
考

え
る
。
準
備
は
運
営
委
員
が
行

う
。

　
開
催
は
年
間
計
画
表
を
配
布
。

参
加
費
　
新
規
会
員
は
５
０
０
円

昼
食
会
　
一
部
自
己
負
担
あ
り

企
画
内
容

お
花
見
／
郊
外
散
策
／
輪
投
げ

／
ボ
ッ
チ
ャ
／
料
理
教
室
／
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
作
り
／
干
支
の
置

物
作
り
／
出
前
講
座
／
笑
い
ヨ

ガ
／
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

今
後
の
課
題

 • 

「
女
子
会
な
ご
み
」
を
改
名
し

男
性
も
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
へ

 • 

参
加
出
来
な
く
な
っ
た
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
か

 • 

郊
外
活
動
へ
の
移
動
手
段
が
な

い

 • 

刺
激
と
好
奇
心
の
あ
る
サ
ロ
ン

を
継
続
す
る
に
は

太
刀
川
先
生
の
お
は
な
し

孤
立
・
孤
独
っ
て

①
ど
う
し
て
起
こ
る
か

　
社
会
的
孤
立
と
孤

独
の
違
い
や
孤
独
感
に

関
す
る
要
因・孤
独
感

が
も
た
ら
す
問
題
は

脳
の
機
能（
社
会
認

知
）で
あ
る
。孤
独
は

一
人
が
悪
い
と
思
う

と
起
こ
る
。

②
健
康
に
悪
い
の
か

　
一
時
的
孤
独
者・慢

性
的
孤
独
者
は
死
亡

率
が
高
い
。冠
動
脈
疾

患
と
脳
卒
中
の
リ
ス
ク

が
高
い
。免
疫
機
能
の

低
下
、認
知
機
能
を
悪

化
さ
せ
る
。孤
独
・
孤

立
は
健
康
に
悪
い
。

③
つ
ら
く
な
っ
た
時

に
は

　
孤
立
状
態・う
つ
状

態
は
、援
助
要
請
し
な

い
と
悪
化
す
る
。孤
立・

孤
独
で
つ
ら
い
時
に
は

助
け
合
う
。

④
健
康
に
暮
ら
す
に

は　
笠
間
市
内
中
学
校

で
実
施
し
て
い
るｅ
―
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

（
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
も
前
向
き
な

考
え
方
が
で
き
、い
ざ
と
な
っ
た
ら

助
け
を
求
め
ら
れ
る
教
育
）の
普

及・拡
大
を
目
指
す
。健
康
に
暮
ら

す
に
は
自
分
を
大
切
に
、楽
し
み

を
み
つ
け
て
、周
り
の
人
と
適
度
に

つ
な
が
る
こ
と
が
必
要
。

小
川
先
生
の
お
は
な
し

　ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援

　
ひ
き
こ
も
り
や
そ
の
家
族
の
特

徴
と
し
て
、本
人
は
、う
つ
を
抱
え

て
い
た
り
、傷
つ
き
や
す
く
干
渉
さ

れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
な
ど
の
傾
向

が
あ
る
。家
族
は
高
い
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
お
り
、本
人
へ
の
対
応
に
自

信
を
失
って
い
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本
人

へ
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
、自
己
否
定

を
和
ら
げ
る・尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ

な
い
環
境
に
身
を
置
く・家
族
以
外

の
人
間
関
係
を
持
つ・医
療
機
関
へ

の
相
談
な
ど
の
内
容
を
、手
紙・部

屋
の
前
で
の
会
話
な
ど
で
う
ま
く

伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

　
最
後
に

•
ひ
き
こ
も
り
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
厚
生
労
働
省
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）を
利
用
す
る
と
よ
い

•

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
中
で
ア
ウ
ト

リ
ー
チ（
訪
問
支
援
）が
必
要

•

支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
ひ
き
こ

も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
多

機
関
が
連
携
し
て
お
く

こ
と
が
重
要

•

家
族
支
援
の
意
義
を

理
解
す
る
た
め
に
家
族

会
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
を
推
奨
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。（髙

野
）

　 

友
び
き
の
会
は

令
和
４
年
11
月
22
日

に
発
足
し
、
地
域
課

題
が
あ
れ
ば
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
な
が
ら

自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
必
ず
何
か
を
や

ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
会

議
で
は
な
い
の
で
気

軽
に
誰
も
が
参
加
で

き
ま
す
。
地
域
の
情

報
を
共
有
し
て
人
と

の
繋
が
り
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
そ
の
話

し
合
い

の
な
か
で
、
地
域
に

は
た
く
さ
ん
の
資
源

（
歴
史
・
文
化
）
が
あ

り
ま
す
が
接
す
る
機

会
が
あ
ま
り
な
く
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
気
づ
き
、
資
源
の

「
み
え
る
化
」
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ

の
方
法
と
し
て
「
箱

田
・
片
庭
・
大
郷
戸

名
所
め
ぐ
り
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
行
い
ま
し

た
。
め
ぐ
っ
た
名
所

は
、木
村
武
山
の
「
大

日
堂
」、
笠
間
氏
菩
提
寺
の
「
楞

厳
（
り
ょ
う
ご
ん
）
寺
」、
日
本

一
の
「
達
磨
大
師
」
笠
間
の
民
話

に
登
場
す
る
「
滝
野
不
動
堂
、
七

つ
井
戸
」
な
ど
で
す
。
友
び
き
の

会
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の
方
々

が
参
加
で
き
、
つ
な
が
る
場
づ
く

り
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
向
け
て
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
、
現
在
ス
テ
ッ
プ
１
と

し
て
交
流
（
参
加
・
つ
な
が
り
）

を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
ス
テ
ッ
プ
２
と
し
て

見
守
り
（
気
づ
き
・
発
見
）。
更

に
は
、
ス
テ
ッ
プ
３
と
し
て
（
生

活
支
援
）
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
14
日
（
土
）
友
部
公
民

館
で
、
支
部
地
区
社
協
活
動
研

究
集
会
・
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
笠
間
地
区
「
友
び
き

の
会
」・
友
部
地
区
「
社
協
中
央

支
部
」・
岩
間
地
区
「
女
子
会
な

ご
み
」
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、「
孤
独
に
な
ら
な
い
た

め
の
地
域
社
会
で
健
康
に
暮
ら

す
方
法
」
と
題
し
て
、
茨
城
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
副

院
長
太
刀
川
弘
和
様
・
同
医
師

小
川
貴
史
様
に
よ
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
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友びきの会（旧箱田小学校圏域）　大月 弘之
　協議

体

 

講師　茨城県立こころの医療センター

　

太刀川 弘和様 小川 貴史様
講演「孤独にならないための地域社会で健康に暮らす方法」

誰もが気軽に参加できる地域づくりをめざして誰もが気軽に参加できる地域づくりをめざして
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大
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域
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学
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／
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日吉町東区女子会なごみ

社協中央支部長 栗股　克巳

サロン

支部
地域に根ざした活動の取り組み地域に根ざした活動の取り組み

たのしく、みんなで、なごやかにたのしく、みんなで、なごやかに

　　　

　　　

　

　

　　　　

楞厳寺

太刀川 弘和 様

小川　貴史 様

合同集会

　
中
央
支
部
は
、
昭

和
54
年
に
設
立
さ

れ
、
本
年
で
47
年
を

迎
え
ま
し
た
。
平
成

７
年
に
は
、
婦
人
部

（
現
女
性
部
）
が
結

成
さ
れ
、
支
部
活
動

で
大
き
な
力
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
支

部
は
、
友
部
駅
南
か

ら
友
部
小
学
校
に
か

け
て
の
21
区
が
あ

り
、
世
帯
数
１
６
８

９
世
帯
で
組
織
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
役
員
構
成
は
、
支

部
役
員
10
人
（
女
性

役
員
含
む
）、
支
部

委
員
21
人
、
福
祉
推

進
員
98
人
、
他

　主
な
活
動
の
取
り
組
み

〇
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

　•

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策

　•

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　
（
手
打
ち
そ
ば
会
食
会
）

　•

高
齢
者
親
善
交
流
会

　（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
／
輪
投
げ
）

　•

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
（
月
１
回
、
第
３
金
曜
日
）

〇
各
種
研
修
会
な
ど
の
開
催

　•

救
命
／
防
災
／
健
康
づ
く
り

　•

支
部
委
員
等
視
察
研
修
・
女

性
部
視
察
研
修

　•

配
食
調
理
研
修
会（
年
２
回
）

〇
広
報
活
動
の
推
進

　•

年
３
回
の
広
報
誌
の
発
行

〇
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
か
さ
ま
へ

の
参
加

　•

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催

　今
後
の
課
題

〇
地
域
の
交
流
会
へ
の
支
援

〇
活
動
内
容
の
充
実

〇
地
域
人
材
の
活
用

〇
広
報
活
動
の
推
進

　
地
区
に
よ
り
、
新
し
い
居
住
者

が
か
な
り
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
支
部
活
動
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
理
解

を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
や
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

『
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
』
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
日
吉
町
東
区
女

子
会
な
ご
み
の
発

足
に
つ
い
て
。
地

区
の
高
齢
化
が
進

み
行
事
な
ど
簡
素

化
さ
れ
、
住
民
同

士
の
付
き
合
い
が

希
薄
に
な
り
、
そ

こ
で
仕
事
や
子
育

て
か
ら
解
放
さ
れ

た
女
性
達
が
「
交

流
の
場
」
の
必
要

性
を
感
じ
立
ち
上

げ
る
事
に
し
ま
し

た
。

　
発
足
し
て
10

年
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
年
齢
を
重

ね
、
楽
し
い
サ
ロ

ン
を
柱
に「
孤
立・孤

独
」の
対
策
、
「
健

康
状
態
」
の
把
握
な
ど
目
的
を
多

様
化
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
運
営

開
催
日
時
　
毎
月
第
二
月
曜
日

　
第
四
月
曜
日
　
月
２
回
開
催

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

開
催
場
所
　
日
吉
町
東
区
公
民
館

運
営
　
代
表
１
名
　
会
計
１
名

　
　
　
書
記
１
名
　
協
力
者
２
名

　
活
動
内
容
は
参
加
者
全
員
で
考

え
る
。
準
備
は
運
営
委
員
が
行

う
。

　
開
催
は
年
間
計
画
表
を
配
布
。

参
加
費
　
新
規
会
員
は
５
０
０
円

昼
食
会
　
一
部
自
己
負
担
あ
り

企
画
内
容

お
花
見
／
郊
外
散
策
／
輪
投
げ

／
ボ
ッ
チ
ャ
／
料
理
教
室
／
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
作
り
／
干
支
の
置

物
作
り
／
出
前
講
座
／
笑
い
ヨ

ガ
／
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

今
後
の
課
題

 • 

「
女
子
会
な
ご
み
」
を
改
名
し

男
性
も
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
へ

 • 

参
加
出
来
な
く
な
っ
た
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
か

 • 

郊
外
活
動
へ
の
移
動
手
段
が
な

い

 • 

刺
激
と
好
奇
心
の
あ
る
サ
ロ
ン

を
継
続
す
る
に
は

太
刀
川
先
生
の
お
は
な
し

孤
立
・
孤
独
っ
て

①
ど
う
し
て
起
こ
る
か

　
社
会
的
孤
立
と
孤

独
の
違
い
や
孤
独
感
に

関
す
る
要
因・孤
独
感

が
も
た
ら
す
問
題
は

脳
の
機
能（
社
会
認

知
）で
あ
る
。孤
独
は

一
人
が
悪
い
と
思
う

と
起
こ
る
。

②
健
康
に
悪
い
の
か

　
一
時
的
孤
独
者・慢

性
的
孤
独
者
は
死
亡

率
が
高
い
。冠
動
脈
疾

患
と
脳
卒
中
の
リ
ス
ク

が
高
い
。免
疫
機
能
の

低
下
、認
知
機
能
を
悪

化
さ
せ
る
。孤
独
・
孤

立
は
健
康
に
悪
い
。

③
つ
ら
く
な
っ
た
時

に
は

　
孤
立
状
態・う
つ
状

態
は
、援
助
要
請
し
な

い
と
悪
化
す
る
。孤
立・

孤
独
で
つ
ら
い
時
に
は

助
け
合
う
。

④
健
康
に
暮
ら
す
に

は　
笠
間
市
内
中
学
校

で
実
施
し
て
い
るｅ
―
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

（
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
も
前
向
き
な

考
え
方
が
で
き
、い
ざ
と
な
っ
た
ら

助
け
を
求
め
ら
れ
る
教
育
）の
普

及・拡
大
を
目
指
す
。健
康
に
暮
ら

す
に
は
自
分
を
大
切
に
、楽
し
み

を
み
つ
け
て
、周
り
の
人
と
適
度
に

つ
な
が
る
こ
と
が
必
要
。

小
川
先
生
の
お
は
な
し

　ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援

　
ひ
き
こ
も
り
や
そ
の
家
族
の
特

徴
と
し
て
、本
人
は
、う
つ
を
抱
え

て
い
た
り
、傷
つ
き
や
す
く
干
渉
さ

れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
な
ど
の
傾
向

が
あ
る
。家
族
は
高
い
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
お
り
、本
人
へ
の
対
応
に
自

信
を
失
って
い
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本
人

へ
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
、自
己
否
定

を
和
ら
げ
る・尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ

な
い
環
境
に
身
を
置
く・家
族
以
外

の
人
間
関
係
を
持
つ・医
療
機
関
へ

の
相
談
な
ど
の
内
容
を
、手
紙・部

屋
の
前
で
の
会
話
な
ど
で
う
ま
く

伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

　
最
後
に

•

ひ
き
こ
も
り
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
厚
生
労
働
省
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）を
利
用
す
る
と
よ
い

•

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
中
で
ア
ウ
ト

リ
ー
チ（
訪
問
支
援
）が
必
要

•

支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
ひ
き
こ

も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
多

機
関
が
連
携
し
て
お
く

こ
と
が
重
要

•

家
族
支
援
の
意
義
を

理
解
す
る
た
め
に
家
族

会
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
を
推
奨
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。（髙

野
）

　 

友
び
き
の
会
は

令
和
４
年
11
月
22
日

に
発
足
し
、
地
域
課

題
が
あ
れ
ば
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
な
が
ら

自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
必
ず
何
か
を
や

ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
会

議
で
は
な
い
の
で
気

軽
に
誰
も
が
参
加
で

き
ま
す
。
地
域
の
情

報
を
共
有
し
て
人
と

の
繋
が
り
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
そ
の
話

し
合
い

の
な
か
で
、
地
域
に

は
た
く
さ
ん
の
資
源

（
歴
史
・
文
化
）
が
あ

り
ま
す
が
接
す
る
機

会
が
あ
ま
り
な
く
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
気
づ
き
、
資
源
の

「
み
え
る
化
」
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ

の
方
法
と
し
て
「
箱

田
・
片
庭
・
大
郷
戸

名
所
め
ぐ
り
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
行
い
ま
し

た
。
め
ぐ
っ
た
名
所

は
、木
村
武
山
の
「
大

日
堂
」、
笠
間
氏
菩
提
寺
の
「
楞

厳
（
り
ょ
う
ご
ん
）
寺
」、
日
本

一
の
「
達
磨
大
師
」
笠
間
の
民
話

に
登
場
す
る
「
滝
野
不
動
堂
、
七

つ
井
戸
」
な
ど
で
す
。
友
び
き
の

会
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の
方
々

が
参
加
で
き
、
つ
な
が
る
場
づ
く

り
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
向
け
て
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
、
現
在
ス
テ
ッ
プ
１
と

し
て
交
流
（
参
加
・
つ
な
が
り
）

を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
ス
テ
ッ
プ
２
と
し
て

見
守
り
（
気
づ
き
・
発
見
）。
更

に
は
、
ス
テ
ッ
プ
３
と
し
て
（
生

活
支
援
）
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
14
日
（
土
）
友
部
公
民

館
で
、
支
部
地
区
社
協
活
動
研

究
集
会
・
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
笠
間
地
区
「
友
び
き

の
会
」・
友
部
地
区
「
社
協
中
央

支
部
」・
岩
間
地
区
「
女
子
会
な

ご
み
」
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、「
孤
独
に
な
ら
な
い
た

め
の
地
域
社
会
で
健
康
に
暮
ら

す
方
法
」
と
題
し
て
、
茨
城
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
副

院
長
太
刀
川
弘
和
様
・
同
医
師

小
川
貴
史
様
に
よ
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
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福祉川柳福祉川柳

づちまいよみ住 し指目をりく て

ボランティア センターだより

　
食
事
作
り
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
指
導
者
と
し
て
笠
間
市
ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー
の
会
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
季
節
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
中
心
に
、
味
付
け

の
工
夫
や
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

・
高
齢
者
の
味
付
け
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

・
美
味
し
い
食
事
の
献
立
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
家
庭
の
食
事
作

り
に
役
立
て
た
い
。

・
油
を
使
わ
ず
、
塩
分
を
控
え
め

の
料
理
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

・
薬
膳
や
マ
ク
ロ

ビ
等
の
健
康
に

も
良
い
食
事
を

習
い
た
い
。

　講師は裁縫のベテラン
ボランティア６人。
　裁縫を通して、参加者
ママとボランティアが、
和気あいあいと交流でき
ました。

　皆さん子どもと一緒に参加
し、子どもは託児ボランティ
アに預け、お母さんは安心し
て大福づくりに集中できまし
た。お母さん同士、子ども同
士で楽しく交流できました。

アイロンをかけて仕上げ ボランティアとマンツーマンでミシンかけ 布えらび

わ笑ら
い育く

講
座

わ笑ら
い育く

講
座

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

食
事
作
り
講
座

食
事
作
り
講
座

　「子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援
講
座
」

で
は
、
入
園
・
入
学
に
向
け
て
「
手

提
げ
袋
」「
シ
ュ
ー
ズ
袋
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
満

足
そ
う
に
眺
め
る
マ
マ
の
顔
が
と
て

も
素
敵
で
し
た
。

　「食
事
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

で
は
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
中
心
に
、
味
付
け
の
工
夫
・
ア
レ

ン
ジ
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　「笑
育
講
座
」
で
は
、「
大
福
づ
く

り
」
と
「
の
り
巻
き
作
り
」
を
体
験
。

託
児
付
き
な
の
で
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
し
た
。

　「託
児
ボ
ラ
ン
ティ
ア
講
座
」
で
は
、

応
急
手
当
の
方
法
や
乳
幼
児
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

　「笠
間
市
ボ
ラ
連
」
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
部
・
笠
間
支

部
で
は
「
映
画
鑑
賞
会
」
を
、
岩
間

支
部
で
は
「
サ
ー
ク
ル
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

いわま　月曜日
（0299-45-7889）
ともべ 火・土曜日

（0296-77-0730）
かさま　金曜日

（0296-73-0084）

た
ま
こ
ー
ひ
ー 

心
を
繋
ぐ 

看
板
娘
　
　
　

 

篠
田

　聡
子

地
域
で
ね 

い
ろ
ん
な
ご
み
の 

ご
み
拾
い 

大
山

　ら
ら

皆
元
気 

サ
ロ
ン
に
集
う 

良
き
仲
間 

青
木

　篤
子

夏
休
み 

孫
と
戯
れ 

笑
み
こ
ぼ
れ 

市
川

　芳
一

有
難
き 

福
祉
あ
っ
て
の 

天
と
地
で 

下
川

　美
恵
子

今
日
も
又 

い
つ
も
の
よ
う
に
ぼ
ー
っ
と
過
ご
す
一
日
か 

川
﨑

　重
康

あ
り
が
と
う 

た
の
し
い
通
所
で 

白
寿
ま
で 

長
谷
川
ツ
ギ
子

長
年
の 

友
の
不
機
嫌 

こ
の
酷
暑 

成
田

　文
子

グ
イ
飲
み
に 

も
ず
く
酢
入
れ
て 

夫（
つ
ま
）憶
ふ 

中
村

　か
を
る

2 　/　 18

3 　/　 12

１ 　/　 21

１ 　/　 28

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
方
々
と

関
わ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
学
校
法
人
大
成
学
園
い
な
だ
こ
ど
も
園
・
か
さ
ま

こ
ど
も
園
・
と
も
べ
保
育
園
の
看
護
師
・
保
育
教
諭
・

保
育
士
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
笠
間
市
社
協
で
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
第
１
回
目
は
応
急
手
当
を
含
め
た
講
義
、
第
２

回
目
は
乳
幼
児
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
て
実
施
。
年
齢
別
に
応
じ
た
配
慮
や
実
際
の
遊
び

方
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　市内子ども食堂の皆
さんと鮨「松榮」さんの
指導で、鮮やかな巻寿
司づくりを楽しみました。

各
種
講
座
予
定

４
講
座
（
年
４
回
）

笑
育
講
座

第
一
火
曜
日
の
会

６
月
・
９
月

食
事
づ
く
り
講
座

９
月
・
10
月

大
人
の
わ
く
わ
く
体
験

６
月
他

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象 

４
月
・
５
月

参
加
者
の
感
想

※
詳
し
く
は「
広
報
か
さ
ま
　
お
知

　
ら
せ
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ
の

お
弁
当
を
調
理
す
る

各
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
間
づ
く
り
や
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
弁
当
を
配
達
す
る

「
大
福
作
り
」
４
人
参
加

「
巻
き
す
を
使
っ
た

の
り
巻
き
づ
く
り
」

８
人
参
加

11 　/　 26

12 　/　 17

6
3

20
2 子育てママ・パパの応援講座子育てママ・パパの応援講座

８
人
参
加

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会

令
和
８
年
度

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象 

４
月
か
ら
（
年
21
回
）

読
み
聞
か
せ
講
座（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象

５
月
か
ら
（
年
10
回
）

夏
休
み
わ
く
わ
く
体
験
教
室

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援
講
座

２
月
・
３
月

令
和
７
年
度

お気軽に
お問合せください。

１　/　 29

友
部
地
区

友
部
地
区

2　/　 25

笠
間
地
区

笠
間
地
区

3　/　 28

岩
間
地
区

岩
間
地
区

映画鑑賞会
「104 歳、哲代さんのひとり暮らし」
友部公民館　　　２18 人参加

映画鑑賞会
「お終活　熟春！人生、百年時代の過ごし方」
笠間公民館　　　２00 人参加

サークル対抗ボッチャ大会
地域福祉センターいわま 68 人参加 2-1

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。
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福祉川柳福祉川柳

づちまいよみ住 し指目をりく て

ボランティア センターだより

　
食
事
作
り
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
指
導
者
と
し
て
笠
間
市
ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー
の
会
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
季
節
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
中
心
に
、
味
付
け

の
工
夫
や
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

・
高
齢
者
の
味
付
け
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

・
美
味
し
い
食
事
の
献
立
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
家
庭
の
食
事
作

り
に
役
立
て
た
い
。

・
油
を
使
わ
ず
、
塩
分
を
控
え
め

の
料
理
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

・
薬
膳
や
マ
ク
ロ

ビ
等
の
健
康
に

も
良
い
食
事
を

習
い
た
い
。

　講師は裁縫のベテラン
ボランティア６人。
　裁縫を通して、参加者
ママとボランティアが、
和気あいあいと交流でき
ました。

　皆さん子どもと一緒に参加
し、子どもは託児ボランティ
アに預け、お母さんは安心し
て大福づくりに集中できまし
た。お母さん同士、子ども同
士で楽しく交流できました。

アイロンをかけて仕上げ ボランティアとマンツーマンでミシンかけ 布えらび

わ笑ら
い育く

講
座

わ笑ら
い育く

講
座

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

食
事
作
り
講
座

食
事
作
り
講
座

　「子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援
講
座
」

で
は
、
入
園
・
入
学
に
向
け
て
「
手

提
げ
袋
」「
シ
ュ
ー
ズ
袋
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
満

足
そ
う
に
眺
め
る
マ
マ
の
顔
が
と
て

も
素
敵
で
し
た
。

　「食
事
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

で
は
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
中
心
に
、
味
付
け
の
工
夫
・
ア
レ

ン
ジ
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　「笑
育
講
座
」
で
は
、「
大
福
づ
く

り
」
と
「
の
り
巻
き
作
り
」
を
体
験
。

託
児
付
き
な
の
で
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
し
た
。

　「託
児
ボ
ラ
ン
ティ
ア
講
座
」
で
は
、

応
急
手
当
の
方
法
や
乳
幼
児
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

　「笠
間
市
ボ
ラ
連
」
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
部
・
笠
間
支

部
で
は
「
映
画
鑑
賞
会
」
を
、
岩
間

支
部
で
は
「
サ
ー
ク
ル
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

いわま　月曜日
（0299-45-7889）
ともべ 火・土曜日

（0296-77-0730）
かさま　金曜日

（0296-73-0084）

た
ま
こ
ー
ひ
ー 

心
を
繋
ぐ 

看
板
娘
　
　
　

 

篠
田

　聡
子

地
域
で
ね 

い
ろ
ん
な
ご
み
の 

ご
み
拾
い 

大
山

　ら
ら

皆
元
気 

サ
ロ
ン
に
集
う 

良
き
仲
間 

青
木

　篤
子

夏
休
み 

孫
と
戯
れ 

笑
み
こ
ぼ
れ 

市
川

　芳
一

有
難
き 

福
祉
あ
っ
て
の 

天
と
地
で 

下
川

　美
恵
子

今
日
も
又 

い
つ
も
の
よ
う
に
ぼ
ー
っ
と
過
ご
す
一
日
か 

川
﨑

　重
康

あ
り
が
と
う 

た
の
し
い
通
所
で 

白
寿
ま
で 

長
谷
川
ツ
ギ
子

長
年
の 

友
の
不
機
嫌 

こ
の
酷
暑 

成
田

　文
子

グ
イ
飲
み
に 

も
ず
く
酢
入
れ
て 

夫（
つ
ま
）憶
ふ 

中
村

　か
を
る

2 　/　 18

3 　/　 12

１ 　/　 21

１ 　/　 28

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
方
々
と

関
わ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
学
校
法
人
大
成
学
園
い
な
だ
こ
ど
も
園
・
か
さ
ま

こ
ど
も
園
・
と
も
べ
保
育
園
の
看
護
師
・
保
育
教
諭
・

保
育
士
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
笠
間
市
社
協
で
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
第
１
回
目
は
応
急
手
当
を
含
め
た
講
義
、
第
２

回
目
は
乳
幼
児
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
て
実
施
。
年
齢
別
に
応
じ
た
配
慮
や
実
際
の
遊
び

方
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　市内子ども食堂の皆
さんと鮨「松榮」さんの
指導で、鮮やかな巻寿
司づくりを楽しみました。

各
種
講
座
予
定

４
講
座
（
年
４
回
）

笑
育
講
座

第
一
火
曜
日
の
会

６
月
・
９
月

食
事
づ
く
り
講
座

９
月
・
10
月

大
人
の
わ
く
わ
く
体
験

６
月
他

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象 

４
月
・
５
月

参
加
者
の
感
想

※
詳
し
く
は「
広
報
か
さ
ま
　
お
知

　
ら
せ
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ
の

お
弁
当
を
調
理
す
る

各
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
間
づ
く
り
や
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
弁
当
を
配
達
す
る

「
大
福
作
り
」
４
人
参
加

「
巻
き
す
を
使
っ
た

の
り
巻
き
づ
く
り
」

８
人
参
加

11 　/　 26

12 　/　 17

6
3

20
2 子育てママ・パパの応援講座子育てママ・パパの応援講座

８
人
参
加

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会

令
和
８
年
度

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象 

４
月
か
ら
（
年
21
回
）

読
み
聞
か
せ
講
座（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

Ｒ
７
年
度
受
講
者
対
象

５
月
か
ら
（
年
10
回
）

夏
休
み
わ
く
わ
く
体
験
教
室

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援
講
座

２
月
・
３
月

令
和
７
年
度

お気軽に
お問合せください。

１　/　 29

友
部
地
区

友
部
地
区

2　/　 25

笠
間
地
区

笠
間
地
区

3　/　 28

岩
間
地
区

岩
間
地
区

映画鑑賞会
「104 歳、哲代さんのひとり暮らし」
友部公民館　　　２18 人参加

映画鑑賞会
「お終活　熟春！人生、百年時代の過ごし方」
笠間公民館　　　２00 人参加

サークル対抗ボッチャ大会
地域福祉センターいわま 68 人参加 2-1

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

随時募集中随時募集中

7



代
表
　持
丸

　す
い

　

 

　
令
和
７
年
10
月
、「
青
葉
町
ほ

っ
こ
り
サ
ロ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
が
し
た
い
よ
ね
」
の
声
に
押

さ
れ
、
社
協
の
協
力
を
得
て
、
３

回
ほ
ど
話
し
合
い
を
持
ち
、
立
ち

上
げ
た
も
の
で
す
。
サ
ロ
ン
名
は

い
く
つ
か
の
候
補
の
中
か
ら
賛
同

の
多
か
っ
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
は
回
覧
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

　
初
回
に
は
13
人
が
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

ど
ん
な
こ

と
が
し
た

い
の
か
を

話
し
合
い
、

健
康
体
操
、

合
唱
、
お
し
ゃ
べ
り
を
中
心
に
据

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
時
節
の

遊
び
や
ゲ
ー
ム
も
盛
り
込
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
１
月
は
、
お
正
月
気

分
で
と
ノ
ン
ア
ル
の
日
本
酒
で
乾

杯
、
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
健
康
体

操
、
か
る
た
取
り
を
し
た
後
、
あ

っ
た
か
い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
男
性
陣
が
「
お
正
月
だ
か

ら
」
と
、お
茶
を
入
れ
て
く
れ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
は
、毎
月
最
終
火
曜
日
、

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
、
ま
ち

か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い

ま
す
。会
費
は
３
０
０
円
で
す
が
、

も
っ
と
安
く
で
き
な
い
か
を
検
討

中
で
す
。

　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

自
分
た
ち
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
つ
な
が

り
づ
く
り
や
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
す
る
事
業
で
す
。

　
令
和
７
年
度
は
新
た
に
北
川
根

小
学
校
圏
域
と
み
な
み
学
園
圏
域

の
２
つ
の
話
し
合
い
の
場
（
協
議

体
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。
本
号
で

は
新
た
に
始
ま
っ
た
２
つ
の
話
し

合
い
の
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　
第
１
回
目

は
、
ま
ず
事

務
局
か
ら
生

活
支
援
体
制

整
備
事
業
の

内
容
と
、
な

ぜ
地
域
の
話

し
合
い
の
場

が
必
要
な
の

か
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
話
し
合
い
の
勉
強
会

と
し
て
、
笠
間
の
森
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム
代
表
・
永
原
伸
彦
先

生
か
ら
の
講
義
を
聴
き
、
実
技
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
で
し

た
が
、次
第
に
表
情
が
ほ
こ
ろ
び
、

和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
こ
の
雰
囲
気
を
持
っ
て

３
か
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　ご
興
味
の
あ
る
方
は
社
協
ま
で
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　人
は
誰
し
も
、

最
期
は
一
人
で
そ

の
時
を
迎
え
ま

す
。
そ
う
考
え
る

と
、
ふ
と
「
人
は

一
人
で
生
き
て
い

る
」
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ

ど
、
本
当
に
私
た
ち
は
そ
う

し
て
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　朝
の
通
学
路
を
見
守
る
人
。

い
つ
も
の
店
の
明
か
り
。
交

わ
さ
れ
る
何
気
な
い
あ
い
さ

つ
。
気
づ
か
な
く
と
も
、
私

た
ち
は
多
く
の
支
え
を
受
け
、

当
た
り
前
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　地
域
の
支
え
合
い
は
、
制

度
だ
け
に
頼
る
も
の
で
は
な

く
、
日
常
の
中
の
関
わ
り
で

こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。
き
っ

と
あ
な
た
も
、
誰
か
の
支
え

を
、
別
の
誰
か
に
そ
っ
と
返

し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
思
い

や
り
が
、
次
の
安
心
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　最
期
は
一
人
で
も
、
決
し

て
孤
独
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見
え
な
い
支
え
を
受
け
取
り
・

返
し
て
・
繋
が
り
・
遺
す
。

そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

を
や
さ
し
く
支
え
る
、
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
根
幹

な
の
で
す
。

　
　
　
　（入
江
）

ちょっとちょっと

いい話いい話
ちょっと

いい話

青
葉
町
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
紹
介

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
紹
介

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
　
活
動
報
告

現
在
８
か
所
が
活
動
中

支
え
合
い
の
第
一
歩

支
え
合
い
の
第
一
歩

北川根小学校圏域

みなみ学園圏域

8



（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」
森田屋入江勇太
茨城県立ＩＴ未来高等学校
笠間高等学校ＪＲＣ部
稲田小学校
岩間第一小学校
笠間小学校
ＮＰＯ法人がくどうともべ
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
友部小児童クラブ
みなみ学園児童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
くるす保育所
すみれこども園
ひまわり保育園
みか保育園
大成学園ともべ保育園
大成学園いなだこども園
大成学園かさまこども園
岩間第一幼稚園
さくら幼稚園
ともべ幼稚園
ドレミ幼稚園
いきいきステップ下市毛
上郷産こしひかり
更生保護女性会笠間支部

石崎武男
武田佳子
玉井秀幸
持丸一幸
不動院
旭化成メタルズ(株)
イチカワユニオン岩間支部
(有)伊藤石材工業
入やなわぁ工房
岡本興業(株)
(有)笠間給食センター従業員一同
(株)石井鉄工所
(株)鉾田製材所
鴻池運輸(株)
ＪＡ常陸笠間地区女性部
(有)菅谷葬儀社
仙波建設(株)
泰榮電器(株)
友部自動車学校
(株)藤坂茨城営業所
(株)本間商事
水戸ヤクルト販売(株)
明治安田生命笠間営業所

更生保護女性会友部支部
社会福祉協議会北川根支部
土師地区社会福祉協議会
日吉町区
県立中央病院(施設課・消毒室・リネン室)
(福)木犀会ひまわり館
(福)木犀会さくら
岩間郵便局
中央労働金庫友部支店
匿名(4件)

持丸直也 500,000円
ボランティア連絡協議会友部支部
 20,000円
バザー夢工房 50,000円
松居孝 50,000円
友援の会 10,000円
(有)笠間給食センター従業員一同
 6,934円
(有)三共金属工業所 300,000円
｢財日本さくらの会｣友部さくらの会
 24,255円
友部ロータリークラブ 28,024円
八幡台二区第一班 30,051円
南山野球協会有志会 5,895円
匿名(9件) 110,520円

令和７年11月１日～令和８年２月28日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品物　　　　　品

金　　　　　銭金　　　　　銭

１個人、１団体、２社から寄贈いただきました。ありがとうございました。１個人、１団体、２社から寄贈いただきました。ありがとうございました。

バザー夢工房様より寄附金 持丸直也様より寄附金

水戸ヤクルト販売㈱様より
ポータブル電源と電源用ソーラーパネル

(有)三共金属工業所様より寄附金
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訪問入浴介護事業所閉鎖のお知らせ
　令和8年3月31日をもちまして、訪問入浴介護事業所を閉鎖させていただくこととなりました。
長きにわたり、皆様からの温かいご支援とご愛顧を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。

SNSの
ご紹介

（旧ツイッター）

小学生　高学年の部

～ハートいっぱい！おもいよ、とどけ！～
笠間小学校1年　太田　桜詩

～想いを届ける赤い羽根～
笠間小学校6年　太田　彩葉

～やさしさでつながる町～
友部小学校3年　佐藤　琴音

～みんなで募金に協力しよう。～
岩間中学校3年　茂木　優里菜

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

小
学
生

　低
学
年
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生

　中
学
年
の
部

７日・２１日
４日・１８日
２日・１６日
６日・２０日

１３日・２７日
１０日・２４日
８日・２２日

１２日・２６日

１２日・２６日
　９日・２３日
１４日・２８日
　２５日      

TEL 0299－45－7889TEL 0296－77－0730TEL 0296－73－0084
５月
６月
７月
８月

社協笠間支所
[第2・4火曜日]

ともべ
[第2・4水曜日]

いわま
地域福祉センター 地域福祉センター

[第1・3木曜日]

（受付は15：30までにお願いします）時間：13：00～16：00
日常の困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）

※その他、法律相談もあります。事前に心配ごと相談へご相談ください。

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
1
0
6
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
こ
ち
ら
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
優
秀
作
品
は
、
令
和
8
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

心配ごと相談所日程表
　春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
新
し
い

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　春
は
環
境
が
変
わ
り
、
期
待
と
と
も
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
季
節
で

す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け

な
ど
、
身
近
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
心
強
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　社
協
だ
よ
り
は
、
広
報
委
員
が
取
材
や
話

し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
活
動
や
皆

さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
も
、
地
域
の
支
え
合
い
の
輪
が
広

が
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
読
み
や
す
い

身
近
な
広
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（藤
枝
）
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